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京都女子大学 施設見学 報告書 

理解促進活動 B 勘定事業 

20118 年 2 月 1 日（改０） 

2018 年 2 月 10 日（改訂） 

報告者 世話役 大野 崇 

 

 

日時：  2018 年 1 月 31 日 13:00～17:00 

場所：  関西電力高浜原子力発電所 

参加者：（敬称略） 

 (京都女子大) 水野義之教授(現代社会学部)、学生 3回生 1１名(現代社会学部) 

 (シニア)   中村 威（現地見学調整）、若杉和彦（対話会幹事）、大野 崇（世話

役）  

（関西電力）  京都支社：同行者：コミュニケーション統括グループ古川誠氏、谷口健

太氏  

        高浜発電所：宮田賢司所長、古田泰 原子力安全総括、他 

（行程） 

     

時間 内         容 場 所 等 

9:00 関西電力京都支社 出発  

 

＜ご挨拶＞ 

＜ご説明＞原子力の必要性（エネルギーミックス）、 

原子力発電のしくみ、安全対策実施状況、 

審査状況、40 年超運転、原子燃料サイクル 等 

車中 
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11:30 昼食会場  到着 （懇親会） 
むらみや 

12:30 昼食会場  出発 

12:40 若狭高浜エルドランド  到着  
管内見学 

13:00 若狭高浜エルドランド  出発 

13:30～ 

14:00 

高浜発電所 到着 

＜入構手続き＞ 
正門 

14:00～ 

14:40 

（40） 

＜ご挨拶＞ 

＜ご説明＞   

①高浜発電所の概要 

②発電所の安全性向上に向けた取組みについて 

 ＊ＤＶＤ「さらなる安全を目指して」視聴 

③４０年超運転に向けた取組みについて 

 ＊ＤＶＤ「原子力発電所の運転期間延長に向けて」視聴 

～構内へ移動～ 

 

正門 

＆ 

ビジターズ 

ハウス 

14:40～ 

16:20 

（100） 

＜構内ご視察＞ 

【屋 外】 

・取水口防潮ゲート・防火帯設置状況・大容量ポンプ・竜巻防護対策 

・恒設(可搬式)代替電源・緊急時対策所、免震事務棟建設位置 

・１、２号トップドーム工事・バックアップ消火タンク 

・３，４号機背面 周辺斜面安定化状況・放水口防潮堤 

【屋 内】   

・水密扉・タービン／中央制御室(ギャラリー) 

～ビジターズハウスへ移動～ 

発電所構内 

16:20～ 

16:40 
ホール帰着、質疑応答、アンケート記入 

ビジターズ 

ハウス 

16:40 高浜発電所 出発  

1９:10 

頃 
京都駅八条口観光バス駐車場 到着・解散  

 

報告： 

 本施設見学は、去る平成 29年 6月 24日(土)に実施した「SNW対話イン京都女子大」の

第二段として実施するもので、理解促進活動として実現し 

たものである。今回は、SNW中村威会員のご尽力により、関西電力の全面的なご協力のも

と実施されたもので、京都－高浜発電所間のバス往復の提 

供を受けた。 

 昨日までの雪予想は嘘のような絶好の快晴に恵まれ、終始、11名の若い女子学生の笑

い声に包まれ、しかも、行きかえりのバスの中や現地見学 

では全員積極的に関電側に質問や意見をぶつた。特に発電所内では、防潮ゲート・代替
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電源・緊急時対策所・中央制御室等や轟音を発するタービ 

ン建屋内を回り、説明していただいた。学生からは、「関西電力の地道な安全確保努力を

目の当たりにして原子力への理解が深まった」との感想を 

述べるなど、「実際に発電所を見てもらい実際を理解してもらう」という当初の目的を十

分果たすことができるとともに、原子力安全総括が終始分 

かりやすい現場案内を務めるなどの関西電力側の献身的な対応に学生側も十分に応えた

のではないかと思う。 

学生の主な質問・意見・感想： 

（往きのバスの中） 

・原子力をダメといっている人は何故反対するのか 

・作業員で生活のために賛成といっている人はいるか 

・原発停止で天然ガスが増えたというが水力を何故増やさないのか 

・何故出入り管理が厳しいのか 

・緊急時訓練に発電所の人は出ているのか。何をやるのか 

・中間貯蔵があると何故運転継続ができるのか 

・関電は住民から直接厳しい声を浴びせられたことがあるか 

・原発の技術者が減少傾向にあると聞くが高浜はどうか 

・700名が事故対応にあたるということであるがどういうことをするのか 

（見学終了後の関電との Q&A） 

・女性はどのくらい働いているか 

・機械化で無人と思っていたが意外に人が働いている。防護服を着て働いている人はい

るか 

・中央制御室で警報が鳴ったらマニュアルを見て対応との説明であったが、普段でも事

故はあるのか 

・90万ｋｗでどの程度の量？目視点検するといっているが狭いところのひび割れなどは

限界があるのでは 

・海水温度が低いと電気出力は大きくなるというがよく分からない 

・点検結果はデジタル化されているか 

・中央制御室では人は常に計器とにらめっこと思っていたがあまり見ていないように見

えるが 

・高浜 1，2号は住民の意見を聞いて H32年頃に立ち上げ予定ということであるが、福島

事故以降住民の意見は変わったか 

・40年＋20年で 60年過ぎたらどうするのか。対策にお金がかかると思うが国が出すの

か電力が出すのか 

・津波対策で防潮堤の高さは大丈夫か。８ｍ以上の津波や大きい地震が来たら不安 

（帰りのバスの中：代表） 
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・見学して関西電力の皆様が真面目に取り組んでいることが初めて分かっ 

 

参加学生の感想 

 

Ａさん 

 

 

Ｂさん 
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Ｃさん 

 

 

Ｄさん 
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Ｅさん 

 
 

Ｆさん 
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Ｇさん 

 

 

Ｈさん 
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Ｉさん 

 

Ｊさｎ 
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Ｋさん 

 
 

 


